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1 大正 4 年 9 月 19 日，11 月 14 日の日記（片野 1988: 131）
2 柏木義円研究は，菅井吉郎や堀川寛一の伝記的著作に始まり，伊谷隆一『非戦の思想』（1967 年，
紀伊國屋書店），伊谷編『柏木義円集』（第一巻 1970 年，第二巻 1972 年，未来社）を経て，片
野真佐子『孤憤のひと柏木義円』（1993 年，新教出版社）に結実した。『上毛教界月報』復刻版














年 3 月 9 日，桜田門外の変の 6 日後のことであった。生後 4 ケ月ほどで父徳円は




を務める水原の広業館に入塾。星野の上京により 1 年ほどで塾は閉鎖，明治 7 年創
設の官立新潟師範学校に転じるが，1877（明治 10）年に至りこれも閉鎖，東京師











中退，1882（明治 15）年には細野東小学校校長となり，1883（明治 16）年 11 月 4 日，
































4 「予が回心の顚末」『上毛教界月報』216 号，1916 年 11 月 15 日（復刻版第 5 巻，p. 558）
5 「先師に対する予が懺悔」『上毛教界月報』227 号，1917 年 10 月 15 日（復刻版第 6 巻，p. 115）
6 「予が回心の顚末」『上毛教界月報』216 号，1916 年 11 月 15 日（復刻版第 5 巻，p. 559）
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4
　この年の 7 月 25 日，与板は大火に見舞われ，柏木は土地を処分する。10 月 20
日付で三島郡長に「地券証御裏書願」を提出し 7，安中教会における回心の日を挟ん

















































　1892 年 11 月 5 日，『教育時論』に「宗教と教育の関係につき井上哲次郎氏の談話」











10 「開書」『女学雑誌』304 号，1892 年 2 月 13 日





































　柏木義円は 1892（明治 25）年 2 月から 1897（明治 30）年 4 月までの 5 年余，
同志社予備校の教師を務めた。1892 年 1 月に奥村禎次郎不敬事件で熊本英学校校
長代理を辞してから，安中教会仮牧師に就任する 1897 年 8 月までのこの期間に，
柏木は結婚し二人の子を授かっている。1892 年には井上哲次郎との勅語論争で論
陣を張り，1894 年 7 月には日清戦争に際して主戦論を展開した。『同志社文学』に
「普通教育論」（第 58 号，第 61 号），「基督教をして単調ならしむる勿れ」（第 63 号，







Edward Clark 1851-1927）が 1881 年，妻ハリエットと共に組織した Christian 
Endeavor Society は急速に世界各国に波及した。日本にはクラークと神学校同
窓で同志社の設立に参加したデーヴィス（Jerome Dean Davis 1838-1910）に
よって 1885 年に岡山の山陽女学校を皮切りに基督教共励会として各地に設立さ
れ，1893（明治 26）年 7 月に神戸教会で第一回全国大会を開催した。Christian 
Endeavor Society は 1936 年には 8 万以上の共励会と 400 万の会員に発展し，日
本では 1937 年に 354 の組織と 1 万以上の会員を擁するようになる。当初の日本基
督信徒連合共励会は原田助（組合）を会長兼会計，田村化三郎を書記として東京麹
町区中六番町 10 番地に事務所を置いた。後にメソヂストが力を入れる共励会であ
るが，最初の 41 団体の内，日本組合基督教会 24，日本基督教会 10，メソヂスト系 4，




がこの運動に関わったのは自然なことである。しかし，1894（明治 27）年 7 月 11
日に芝教会で行われた第 2 回大会でも 10 人の評議員の一人に選任された柏木であ





郎の名が掲載されるのは『共励雑誌』18 号（明治 28 年 3 月 25 日）からである。


























































14 兼子常五郎は 1891 年 6 月に同志社を卒業し，浪花教会，彦根教会を経て 1893 年に美作の落合








社文学』81 号（明治 27 年 10 月 23 日）に掲載された柏木の「教界時弊」の一部が『共





















　柏木義円が仮牧師に就任した 1897 年，創立 20 年を迎える安中教会は苦悩して
いた。1883 年からのリバイバルにより原市，松井田両教会を生み出したものの，
1890 年代の天皇制国家主義の時代を迎えると教勢は停滞していた。柏木が赴任し




た時，教会員は 244 名であるが，礼拝出席者は平均 23 名で，一度も礼拝に出席
していない信徒が 153 名もいた。この時期，前橋，甘楽教会も無牧となっており，
1886 年から 6 年間に 142 名の受洗者があった原市教会では 1892 年からの 6 年間
































　『上毛教界月報』は 1898（明治 31）年の 10 月の上毛教役者会で発行を決定し，
柏木義円が編集人となって 11 月 15 日に創刊する。発行人兼印刷人は高崎教会牧
師の大久保真次郎。この役割は 46 号から岡部太郎，222 号から太田九之八，347
号から柏木隼雄に引き継がれるが，編集人は柏木が 38 年間務めている。同志社大
学の「柏木清子襲蔵文書」の中に『上毛教界月報発送扣』という綴りがある。こ
れは発送控えと収入控えが渾然とし，1907（明治 40）年から 1920（大正 9）年ま
で，断片的には 1928（昭和 3）年までの記載があって各年ごとの購読者数は把握
できない。その概要を記すと，まず 1 頁に 1 名ずつ 125 番までの番号をつけた名
簿があり，次に安中周辺の地域ごとに名前のみを連記し，その後に地方発送分とし
て住所氏名を記した名簿が続く。それによると，安中周辺が 46，地方分 63，追記




安中教会 84，原市教会 42，高崎教会 11，前橋教会 60，吾妻教会 4，佐野教会 15，
永島与八 18，宇都宮教会 4，緑野教会 1，倉沢兵次郎 5，計 244 部。他に個人が約
100 で，そこには浅見仙作，木村清松，小崎道雄，山室軍平，河井道子，金沢常















































20 「政府の所謂宗教利用」『上毛教界月報』160 号，明治 45 年 2 月 15 日（復刻版第 4 巻，pp. 
452-454）
21 片野真佐子『孤憤のひと柏木義円』第 5 章「家庭の十字架」。1908 年 3 月に母やうが他界，






　この説教は 1926（大正 15）年 5 月 20 日の『月報』330 号に掲載され，若干加
筆されたものが 1928（昭和 3）年 1 月，警醒社より発行された組合教会牧師によ
る説教集『新時代の展望』にも収録された。また，同じテ−マは「基督教独有の三
大事実」（昭和 7 年），「基督教は唯一事実の宗教」（昭和 8 年）においても展開され
ている。














　『上毛教界月報』は 1925（大正 14）年 12 月 20 日の第 325 号以来，廃刊に至るまで，







































22 「本紙の主張」『上毛教界月報』360 号，1928 年 11 月 20 日（復刻版第 9 巻，p. 142）
23 「雞肋漫筆」『上毛教界月報』248 号，1919 年 7 月 15 日（復刻版第 8 巻，p. 377）
24 同前
























木の第一声は，『上毛教界月報』299 号（大正 12 年 10 月 15 日）の巻頭言「天を







26 「雞肋漫筆」『上毛教界月報』248 号，1919 年 7 月 15 日（復刻版第 8 巻，p. 377）
27 『同志社文学』76 号，1894 年 4 月 23 日（『柏木義円集』（一），p. 55）
































問記」（1923 年 10 月 16）『植村正久と其の時代』第 3 巻，pp. 556-560
31 「神の業の顕れんためなり」（『婦人の友』大正 12 年 10 月 7 日）『植村正久と其の時代』第 5 巻，

































33 『柏木義円日記』9 月 14 日，p. 306
34 「鶏肋漫筆」『上毛教界月報』299 号，1923 年 10 月 15 日（復刻版第 7 巻，p. 475）


































































36 「牧会者の悩み」『上毛教界月報』400 号，1932 年 2 月 20 日（復刻版第 10 巻，p. 203）
37 「教会生活の秘儀」『基督教世界』2218 号，1926 年 7 月 1 日
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